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1. 特徴 

このサブロー寒天培地は検体中の好気的条件下で発育可能な中温性の真菌を迅速に発育させ定量的に測定するこ
とができます。 
 

2. 概要 

サブロー寒天培地は主に医薬品・化粧品の微⽣物試験に⽤いられます。真菌の無菌検査や限度試験（総真菌
数）の把握及び病原性、非病原性真菌の分離に使⽤する培地です。 
 

3. 使⽤方法 

3-1 95℃程度で30分ほど湯せんします。 

3-2 湯せん後、45℃〜50℃の培地溶液に試料を添加して混和し、これをシャーレに静かに流し⼊れます。 

（シャーレに試料を⼊れておいて、湯せんした培地溶液を流し込んでも、混釈できます。） 
 

※ 使⽤法（お徳⽤シャーレ付ACM） 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ お徳⽤ ACM のひと箱に湯せん⽤フローターがサービスで添付されています。 

 

 

 

 

4. 培地の保管方法 

培地は、常温の暗所で保管して下さい。 
 

5. 試験成績書 
以下のページは、培地性能の参考資料です。各ロットには、このような試験成績書が添付されます。 
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